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 車載走行試験は 2018年 11 月 28 日～12月 2日に大樹町航空宇宙実験場で実施された．各 RUN
の走行距離は約 1 km，最大速度は約 110 km/hrである．取得した全機空力データと 2014年の ISAS
風試結果[2]の比較を図４に示す．脚無し形態での抗力係数 CD は風試結果と概ね良く一致してい

















(1) 離陸迎角 11 °における空力係数は風洞試験と一致した．今後さらに試験回数を重ねデータの信
頼性を高める必要がある． 
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